
札幌市立羊丘小学校 学校だより 

ひつじがおか 
202６年3月 25日 第15号 ☏ 851-9353 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

贈 る 言 葉 
校長   

春季休業中、お子様の事故や急な転校等がありましたら、学校まで御連絡ください。 

平日 8 時 30 分～16 時 30 分の間にお願いします。 

４月から、帰宅時刻が午後５時になります。また、雪解けが進み、自転車を出す時期となり

ます。自転車の点検とともに、交通安全には十分に注意するようにお子様にお話しください。 

お
知
ら
せ 

「暮れなずむ街の 光と影の中 去り行くあなたへ

贈る言葉・・・」と歌い始めるとすぐに、どこからかす

すり泣く声が聞こえてきました。そのうち泣き声はどん

どん広がっていき、歌っているのか泣いているのか分か

らないような状態になってしまいました。曲が２番の後

半にさしかかったあたりから、次第に泣き声が少なくな

ってきたので、サビの部分が近付いてきていることが分

かりました。 

 「悲しみこらえて嘆くよりも 涙枯れるまで泣く方が

いい・・・」ここで再びあちこちから、すすり泣く声が

聞こえてきて、寄せては返す波のように歌詞と泣き声が

行ったり来たりしながら、不思議な感覚にとらわれたま

ま、何とか歌い続けました。そして、いよいよ終盤。「遠

ざかる影が 人ごみに消えた もう届かない贈る言葉 

もう届かない 贈る言葉」 

 最後はもう泣き声しか聞こえず、どこで曲が終わった

のか分かりませんでした。こみ上げる気持ちを抑えなが

ら、聞こえてくる数名の歌声に声を合わせ、どうにか歌

い切りました。伴奏が止むと目の前がにじんで見えまし

た。ほどなく会場から大きな拍手が沸き起こり、同時に

すすり泣く声が聞こえてきました。ハンカチで目や鼻を

抑える人の姿がぼやけて見えました。 

 ピアノの音に合わせて修礼をして顔を上げると、何だ

か誇らしい気持ちになりました。壇上に立つ友達も胸を

張り、清々しい顔で満足げな表情をしています。「ああ、

何とか最後まで歌うことができた。これで、いよいよ卒

業するんだな。」と思うと急に体が軽くなりました。壇

上から降りて一列に並び、自分たちの席へ戻りました。 

 やがて退場曲が流れると、再び列を整え教室へと向か

いました。拍手喝采の中、みんなしっかりと前方を見つ

め、等間隔に距離を空けながら歩きました。ふと、窓の

外に目をやると、柔らかな春の日差しの中に桜の花のつ

ぼみが見え、心地よい風が優しく頬を撫でました。 

 

 

 これは、私が中学生だった頃の卒業式でのお話です。

当時、この曲が大流行していて、多くの中学校で卒業

式の時に歌われていました。曲を決めるにあたっては、

３年生の各クラスで生徒自身が相談をして決めまし

た。全クラス圧倒的多数での決定でした。学園ドラマ

の主題歌になっていたこともあり、曲が流れると映像

が目に浮かび、いろいろな場面やその時の感情が湧き

上がってきました。また、友達と別れる寂しさや悲し

さ、卒業後の進路に対する希望と不安など、様々な感

情が入り混じって、歌い始めた途端に涙があふれ出て

きたのです。多感な時期でもあり、誰か一人が泣き出

すと、伝染するようにあっという間に広がっていき、

そんなつもりがなくても何だかさびしくて悲しい気持

ちになって、涙がこぼれてくる。そういう状況でした。

私は、友達と別れる寂しさよりも、行きたかった高校

に行ける喜びと、あこがれていた高校生活がすぐ目の

前に待っていたので、涙が出ることはなかったのです

が、あまりに多くの友達が泣いていたので、私も引き

ずられるように目に涙が溜まってきたのです。 

 卒業式は、学校生活の中で最も大きな行事の一つで

す。子どもたちにとってはもちろんのこと、私たち教

職員にとっても、保護者の皆様にとっても同じです。

６年間学んできたことの集大成でも あります。入退場

の時の姿勢や歩き方・目線、座り方、卒業証書授与に

おける呼名に対する返事や所作・表情、合唱など、約

１時間ほどの時間の中に６年間の全てが凝縮してい

る、と言ってよいほど中身が詰まっているのです。

先日、94名の児童が卒業していきました。本校で過

ごした６年間の学びと思いが伝わってくるような、

素晴らしい式でした。 

 本日、令和７年度の全ての教育活動が終了いたしま

した。保護者と地域の皆様にはこの１年間、校の教育

活動に対しまして、御理解と御協力をいただき、心か

ら厚く感謝申し上げます。引き続きご支援のほどよろ

しくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 水 春季休業日 

2 木  

3 金  

4 土  

5 
 

日  

6 月  

7 火  

8 
水 

 

着任式・始業式（2 時間授業・給食なし）  

入学式 教科書配付 家庭調査票・健康カード回収 

9 木 

1 年：11:30 下校（中休み無） 

 

げ 
２～6 年：４時間授業 図書開館 

５・６年：身体測定 ２～４年・ひまわり：グラウンド石拾い 

10 金 
1 年：11:30 下校（中休み有）  

2 年：４時間授業 ２～４年：身体測定 

11 土  

12 日  

13 月 

1 年：11:30 下校 ２年：４時間授業（給食あり） 

２・５年：知能検査 ６年：視力検査 

色覚（２年）・結核（全学年）・運動器（３年以上）用紙配付  

14 火 
1 年：給食開始 １・２年：４時間授業 

1 年・ひまわり：身体測定 ２～６年：学力検査 

15 水 
１・２年：４時間  ５年：視力検査  

PTA 資源回収 学級写真 

16 木 １・２年：４時間 ４年：視力検査 色覚・結核・運動器用紙回収締切  

17 金 全学年：参観・懇談 ３年：視力検査 学級写真 

18 土  

19 日  

20 月 １・２年：４時間 ２年：視力検査 クラブ希望調査 

21 火 １年：４時間 ２年：５時間 １年：視力検査 

22 水 

 

1・２年：４時間 ４・５年：聴力検査 

23 木 
個人懇談① 全学年 4 時間授業 3 年：聴力検査 

６年：全国学力学習状況調査（国・算） 

24 金 1・２年：４時間 ２年：聴力検査 児童委員会① 

25 土  

26 日  

27 月 避難訓練① 1・２年：４時間 ひまわり：聴力検査 

28 火 １年：４時間 ２年：５時間  避難訓練①予備日 １年：聴力検査 

29 水 昭和の日 

30 木 個人懇談②  全学年 4 時間授業 ５・６年：畑起こし 

 

 
 

 

4 
生活目標 

 次の学年につなげよう 
「こんな○年生になりたいな」 
「よし、やってみよう」 

 

 

生活目標 

笑顔いっぱいあいさつしよう 

3 月で離任する教職員 

着任式・始業式（4月 8日） 

 
〇登校時間 8:15～8:25（玄関解錠 8:15） 

〇外靴 ビニル袋に入れて教室に持って行く 

〇使用階段 1・2・6 年 → 青階段 

      3・4・5 年・ひまわり → 緑階段 

〇持ち物（ランドセルなど必要：教科書配付のため） 

➀上靴 ②お便りファイル ③筆箱 

④ハンカチ・ティッシュ ⑤家庭環境調査票  

⑥健康カード  ⑦外靴を入れるビニル袋 

〇下校 10 時 20 分頃 

※入学式は、6 年生の補助係の児童が式に参加して、

1 年生のお手伝いをします。6 年生の補助係児童以

外の在校生は、入学式には参加しません。きょうだ

いであっても式場に入ることはできませんので、御

理解と御協力をお願いいたします。 

池田 武彦  教頭   （南白石小へ） 

森  健一  教諭   （平岸高台小へ） 

中川原 結衣 教諭   （幌東小へ） 

佐藤 亜希子 教諭   （福住小へ） 

大森 愛希  教諭   （南郷小へ） 

岡本 康太朗 教諭   （ご退職） 

吉川 紫乃  栄養教諭 （ご退職） 

成田 友美  校務助手 （平岡南小へ） 
   

御挨拶 

 この度、羊丘小学校を離れることになりました。い

つも明るく元気な子どもたちと過ごした日々の中で、

大変貴重な経験をたくさんさせていただきました。羊

丘小学校の子どもたちとお別れするのは、大変残念で

すが、羊っ子の活躍を、これからも応援しています。 

 保護者、地域の皆様には、大変お世話になりました。

ありがとうございました。 

 

通知表配付について 

 本日、通知表を配付しました。1 年間の努力や成長の

様子を振り返り、伸びたところを認め、褒めてあげるこ

とでお子さんの自尊感情が高まります。自尊感情の高

まりは、お子様を前向きな気持ちにさせ、学習や生活面

で意欲的に取り組もうとする態度となって表れます。

小さな伸びを見逃さず、お子様が喜ぶ言葉で、たくさん

褒めてあげてください。 

 通知表の返却は、必要ありません。御家庭での保管を

お願いいたします。 

春季休業中の過ごし方について 

春季休業中は、今まで学習した内容の復習に力を入れ

て家庭学習に取り組ませてください。 

道路を横断する時、歩道のない道路を歩く時など、周囲

の車には十分気を付けるようお子様にお話しください。 

 パソコンやゲーム機、スマホなどのゲームで課金した

り、見知らぬ人と繋がったりすることによるトラブルが

考えられます。お子様の利用状況を、保護者が確実に把握

するようにしてください。 


